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シロアリ塚の利用［土壁材］ （山科千里 ：本書 15-23頁）



「健康のおかね」記帳の様子 （神代ちひろ ：本書 35-44頁）

木工品 （ゴンガとガンダ）を利用した酒づくり （南佳枝 ：本書 45-52頁）
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人びとの「知」はこれまでどのようにとらえられてきただろうか．

固定的な参照物としての伝統知，それに対置される近代知，そして普

遍的な真を代表する科学知，私たちはそれらのいずれもが，今ここに

生きる人びとの実践的な知をあらわしきれないという思いをいだいて

きた．

ZAIRAICHI/在来知 (Localknowledge)とは，人びとが自然・社会

環境と日々関わるなかで形成される実践的，経験的な知である．この

ような「知」を実体としてとりだしてみせることはできない しかし，

私たちは，それぞれの局面でたちあらわれる知の存在様式に注目して

その生成と実践の過程をあつかうことができる．分析の主な対象は人

びとの生活における行為とそれに関わるモノである．

ここでいう ZAIRAI/在来とは，モノ（生き物を含む），ヒト，そし

てそれらが生み出す行為，思想，知識，生業，環境，制度，慣習，コミュ

ニティー等，あらゆる研究対象について，ある「地域」における対象

相互間の関係性が「再編成」された状態を形容する言葉としてもちい

ることにしよう．そうすれば，在来化は，その再編成が生じる過程を

さすことになる．多くの場合在来化によって各対象は変成し，対象

相互の関係性は変化することになる．

私たちが CHI/知に ZAIRAI/在来という形容をつけるのは，いま

そこにある人びとの実践をとらえる独自の視点をもたないがゆえに，

やすやすと伝統一近代の二元論にからめとられてしまわないようにす

るという消極的な理由からだけではない．在来という形容をすぐれ

て関係論的な用語としてもちいることで，これまでの支配的な価値観

や主藝から自由になり，いまそこで実践されている知を相対的，文脈

的に，そして正当にとらえて理解することができるとかんがえるから

である．

ZAIRAICHI研究は，現代アフリカをはじめ世界各地の今を生きる

人びとによってたえまなく創りだされるさまざまな ZAIRAICHIの生

成の現場にたちあい，その動態を地域研究の視点からフィールドワー

クによって解明することをめざす．さらに，人びとが ZAIRAICHIを

より良き生活のために活かそうとする営み（＝ポジティブな実践）に

注目して，その意味をグローカル (global+local)な文脈に位置づけ

て理解することを求める．

これまでふたつの分野で人びとの「知」があつかわれてきた．開発学・

応用人類学の領域では，介入される側の知識をいかに開発の役に立て



るかが問題にされてきた．いっぽう，認識人類学の分野では，民俗

知識 (Folkknowledge)が文化の体系を反映していることを前提と

し，研究対象を動植物や色彩の分類体系のように再検証可能な「知」

に限定してきた． しかし，知に関してその実用的側面に意義を認め

るか，認知的側面に普遍性をもとめるかというふたつの異なるアプ

ローチは背反的なものではなく，むしろそれぞれの分野の学問的反

省や展望のなかで相補的な視点としてのべられてきた経緯がある．

方法論的にも共通点がある．

ZAIRAICHIの理解は，まず開発学と認識人類学が対立的に呈示し

てきた視点の折衷によって開始される．認識人類学がふれなかった

「認識体系と社会的な相互交渉の関係」と，開発学があつかわなかっ

た「有用性と認知の関係」の両方を射程にいれる．そのためには双

方がともに看過してきた知の動態的側面をその生成と実践に注目

し，変化の過程を多様な文脈に即してフィールドワークすることが

もとめられる．

ZAIRAICHI研究の特色は知の生成と実践に着目することにある．

まず出発点として，人びとの思考を一枚岩的にとらえずに多声性を

認め， ZAIRAICHIを固定的な参照物とするかんがえや在来性を無限

定な善とみる立場もこえる．そのうえで，社会的な文脈において

ZAIRAICHIが生成する場や歴史的過程をつねに考察の枠内にいれな

がら， ZAIRAICHIそのものをめぐる言説や権力の政治性に注目しつ

つ，社会関係と交渉に関する ZAIRAICHIとそのポジティブな実践

を評価する．

もうひとつの特色は，対象地域にくらす人びとの協力をあおぎ，

ZAIRAICHIとその実践を視野にいれた協働的フィールドワークをお

こなう点にある私たちがフィールドワークの現場で知の生成を対

象化する反省的視点をもつことで，人びとの ZAIRAICHIについて

の信念や実践を，西洋の知のパラダイムヘの対抗や近代の支配的言

説に対する抵抗として安易に解釈する危険をまぬがれることが可能

になるたんにローカルな文脈のみによる理解をこえてグローバル

な文脈へ翻訳する作業も，協働を通じた実践的な思惟の知への関心

なしには不可能であろう

ZAIRAICHI研究が質的にも量的にもじゅうぶんな「生成される

ZAIRAICHIとそのポジティブな実践」の事例を集積することによっ

て，方法論主導の開発学とは異なる，地域研究独自の成果として

提示することができる. ZAIRAICHIがその生成と実践のプロセス

をへて制度化され，公共の知となる機序が解明できれば，それぞれ

の地域にふさわしい発展の方策を生みだすことにも積極的な貢献が

できるだろう．人びとの ZAIRAICHIの可能性は無限にある．

重田員蒻
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リカのエチオヒ°ア，特にアムハラ州の州都・バハルダールにおいて，織布の製

作技術やつくり手の生業活動に関する調査研究をおこなってきた．現在は，シ

ミエン国立公園内外の集落において，伝統的なものつくりの技術を利用した新

しいみやげものの開発などをおこなっている．主な論文に「エチオピア・アム

ハラの織機と織技術ーその特徴と位置づけ」（民族藝術29号）がある．
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らブルキナファソの農村において，女性の生計活動や，女性住民組織が生活全般

において果たす役割ついて研究をおこなってきた．近年ではマイクロファイナン

スがもたらす社会的な影響にも関心がある．著作は「モロコシの山」（アジア・
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き，お互いにかかわりあっているかということに関心をもち研究している．主な著作
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的実践としてのケア』（修士論文）．
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